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も
、
経
営
の
自
主
性
が
得
ら
れ
、
個
性
を

活
か
し
た
教
育
研
究
を
行
え
る
、
絶
好
の

機
会
で
あ
り
ま
し
た
。

　
一
方
、
法
人
化
以
降
、
本
学
の
運
営
費

交
付
金
削
減
率
は
約
20
％
と
7
大
学
中
で

最
大
で
あ
り
、
大
学
改
革
に
対
す
る
総
合

的
評
価
は
厳
し
い
も
の
が
あ
っ
た
、
と
言

わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
教
育
予
算
の
在
り

方
の
議
論
は
別
に
し
て
、
国
立
大
学
法
人

は
、
国
か
ら
の
資
金
が
収
入
の
多
く
を
占

め
る
現
在
、
経
営
の
自
由
度
が
増
し
、
資

産
の
有
効
活
用
な
ど
規
制
緩
和
が
得
ら

れ
、
運
営
費
交
付
金
が
重
点
的
に
配
分
さ

れ
る
「
指
定
国
立
大
学
法
人
」
に
指
定
さ

れ
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
指
定
を
受
け
る
に
は
、
研
究
力
・

社
会
連
携
・
国
際
化
の
3
領
域
に
お
い

て
、
国
内
10
位
以
内
と
い
う
条
件
が
あ
り

ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
本
学
は
未
だ
条
件

を
満
た
し
て
い
ま
せ
ん
。
組
織
は
、
経
営

の
独
自
性
を
得
る
た
め
法
人
化
す
る
の
で

あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
外
部
資
金
の
確
保

が
、
指
定
を
得
る
最
重
要
条
件
で
あ
る
こ

と
は
、
こ
れ
ま
で
指
定
を
受
け
た
北
大
・

九
大
を
除
く
5
大
学
、
お
よ
び
東
工
大
・

一
橋
大
の
合
計
7
大
学
の
審
査
を
見
れ
ば

明
白
で
す
。

　
世
界
の
様
々
な
課
題
の
解
決
を
目
指
す

北
海
道
大
学
は
、
世
界
か
ら
優
秀
な
学
生

と
研
究
者
を
惹
き
つ
け
る
、
北
大
ブ
ラ
ン

ホームカミングデー2019
開催報告

　

北
海
道
大
学
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

は
、
卒
業
・
修
了
生
が
母
校
に
集
い
世
代

を
超
え
た
親
睦
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
紅
葉
や

銀
杏
が
色
づ
く
毎
年
秋
に
開
催
し
て
い
る

も
の
で
す
。

　
8
回
目
を
迎
え
た
今
年
の
ホ
ー
ム
カ
ミ

ン
グ
デ
ー
は
、
9
月
27
日
（
金
）
〜
9
月

29
日
（
日
）
の
3
日
間
天
候
に
も
恵
ま
れ

北
海
道
の
秋
の
爽
や
か
な
風
を
感
じ
ら
れ

る
な
か
、
多
く
の
参
加
者
が
札
幌
キ
ャ
ン

パ
ス
に
集
い
ま
し
た
。

　
「
歓
迎
式
典
」
で
は
、
笠
原
理
事
・
副

学
長
か
ら
、「
北
海
道
大
学
1
4
3
年
の

歩
み
と
今
」
と
題
し
て
こ
れ
ま
で
の
北
海

道
大
学
の
歩
み
と
現
在
の
取
組
に
つ
い
て

紹
介
が
あ
り
、

　
「
2
0
2
6
年
の
創
基
1
5
0
周
年
を

見
据
え
、
同
窓
生
を
は
じ
め
と
す
る
す
べ

て
の
関
係
者
と
力
を
合
わ
せ
て
さ
ら
に
邁

進
し
て
い
き
た
い
。」
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
杉
江
和
男
北
海
道
大
学
校
友

会
エ
ル
ム
会
長
か
ら
、
参
加
者
へ
の
歓
迎

の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
校
友
会
会

員
の
皆
様
に
抜
粋
し
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
校
友
会
会
員
が
共
有
し
た
い
こ
と
は
、

北
海
道
大
学
と
い
う
学
舎
、
す
な
わ
ち

「
同
じ
家
」
で
学
び
、
或
い
は
教
え
た

「
家
族
」
の
よ
う
な
存
在
で
あ
り
、
家
族

で
あ
れ
ば
普
通
に
や
る
こ
と
、
例
え
ば
、

在
学
生
の
人
格
形
成
や
資
金
の
援
助
、
卒

業
生
・
教
職
員
が
交
流
し
お
互
い
に
助
け

合
う
、「
実
家
」
で
あ
る
大
学
の
発
展
を

支
援
す
る
、
な
ど
を
自
発
的
に
行
う
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。

　
国
立
大
学
が
15
年
前
に
法
人
化
さ
れ
た

背
景
に
は
、
日
本
が
ゼ
ロ
成
長
か
ら
脱
却

し
、
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
を
黒
字
化

し
て
、
政
府
財
政
を
健
全
化
す
る
狙
い
が

あ
り
ま
し
た
が
、
個
々
の
大
学
に
と
っ
て

▲�歓迎の挨拶を述べる杉江会長
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北
海
道
大
学
校
友
会
エ
ル
ム
で
は
、

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
の
主
催
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
、
令
和
元
年
9
月
27
日
（
金
）
学

術
交
流
会
館
第
1
会
議
室
に
お
い
て
、

「
O
B
・
O
G
講
演
会
及
び
在
学
生
と
の

懇
談
会
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
O
B
・
O
G
講
演
会
で
は
、
各
企
業
や

官
庁
で
活
躍
す
る
5
名
の
先
輩
達
か
ら
ご

講
演
い
た
だ
き
、
志
望
し
た
理
由
、
現
在

の
担
当
業
務
、
学
生
時
代
の
就
職
活
動
、

や
り
が
い
や
今
後
の
目
標
な
ど
に
つ
い
て

本
音
で
語
ら
れ
、
開
催
趣
旨
に
相
応
し
い

講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
講
演
終
了
後
の
懇
談
会
で
は
、
既
卒
の

卒
業
生
に
も
ご
参
加
い
た
だ
き
、
企
業
等

に
お
け
る
実
際
の
勤
務
の
状
況
な
ど
、
活

発
な
懇
談
が
行
わ
れ
、
参
加
さ
れ
た
学
生

か
ら
も
非
常
に
有
意
義
な
機
会
だ
っ
た
と

の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

当
日
、
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
卒
業

生
の
ほ
か
、
ご
支
援
い
た
だ
き
ま
し
た
同
窓

会
の
皆
様
に
も
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

▲�懇談会の様子

▲�講演会の様子

Contents
㈱ニトリ　　　中野谷圭祐氏（理学部、平成 22 年卒）

北海道庁　　　大森美香氏（法学部、平成 17 年卒）

札幌市役所　　坪松耕太氏（獣医学部、平成 20 年卒）

北海道電力㈱　松井達也氏（法学部、平成 21 年卒）

㈱北洋銀行　　千葉史也氏（経済学部、平成 21 年卒）

講演者

「
O
B・O
G
講
演
会
及
び

在
学
生
と
の
懇
談
会
」開
催

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
2
0
1
9
報
告

ド
が
必
要
で
す
。

　
教
育
に
お
い
て
は
、
新
渡
戸
カ
レ
ッ
ジ

の
実
績
を
基
に
し
た
、
専
門
教
育
と
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
化
を
、
研

究
に
お
い
て
は
、
多
様
な
分
野
・
文
化
・

人
・
組
織
を
横
断
す
る
場
の
構
築
が
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
す
、
そ
れ
ら
が
北

大
ブ
ラ
ン
ド
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
校
友
会
エ
ル
ム
は
、
こ
れ
ま
で
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
教
育
、
国
際
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
支
援
な
ど
に
加
え
、
北
海
道
大
学

の
将
来
に
向
け
た
、
ブ
ラ
ン
ド
形
成
、
自

主
財
源
増
加
に
重
点
を
置
く
べ
き
と
考
え

て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
1
年
前
に
創

設
し
た
「
北
大
み
ら
い
投
資
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
を
通
し
て
、
苦
学
生
の
奨
学
金
、
留

学
資
金
、
部
活
動
・
サ
ー
ク
ル
活
動
資
金

な
ど
、
寄
付
者
が
指
定
す
る
用
途
に
使
わ

れ
る
継
続
的
な
寄
附
集
め
で
す
。

　
ま
た
、
企
業
・
団
体
と
大
学
と
の
共
同

研
究
の
拡
充
は
、
最
大
の
自
主
財
政
効
果

を
持
ち
、
企
業
と
ウ
イ
ン

－
ウ
イ
ン
関
係

を
築
け
る
方
法
で
す
。
し
か
し
、
何
れ
も

校
友
会
エ
ル
ム
の
会
員
が
、
草
の
根
的
に

自
発
的
に
行
動
し
て
く
れ
る
こ
と
で
し

か
、
そ
の
成
果
は
得
ら
れ
ま
せ
ん
。
私
達

の
「
実
家
」
が
、
日
本
の
未
来
を
創
る
人

材
を
育
成
し
、
世
界
に
貢
献
す
る
研
究
が

で
き
る
よ
う
、
皆
様
の
ご
支
援
を
お
願
い

し
て
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ホームカミングデー特集
ホームカミングデー 2019 開催報告（杉江会長挨拶）��� �2

「OB・OG講演会及び在学生との懇談会」開催�� �3

「保護者会員懇談会及びキャンパスツアー」実施��� �4

学内施設紹介（保健センター）�� �5

〈表紙写真〉保護者会員キャンパスツアー�植物園
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北
海
道
大
学
校
友
会
エ
ル
ム
で
は
、

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
の
主
催
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
、
令
和
元
年
9
月
28
日
（
土
）
に

校
友
会
エ
ル
ム
保
護
者
会
員
を
対
象
に

「
懇
談
会
及
び
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
」
を

実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　
懇
談
会
は
、
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
ハ
ウ
ス

「
エ
ン
レ
イ
ソ
ウ
」
内
の
「
レ
ス
ト
ラ
ン

エ
ル
ム
」
に
お
い
て
、
校
友
会
エ
ル
ム
の

委
員
会
委
員
も
交
え
て
、
昼
食
を
と
り
な

が
ら
、
校
友
会
エ
ル
ム
が
実
施
す
る
事
業

等
の
説
明
及
び
懇
談
を
行
な
い
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
、
バ
ス
に
よ
る
キ
ャ
ン
パ
ス

ツ
ア
ー
を
行
い
、
最
初
に
訪
問
し
た
植
物

園
で
は
、
冨
士
田
園
長
に
よ
り
園
内
を
ご

案
内
い
た
だ
き
な
が
ら
詳
細
な
説
明
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
次
に
訪
問
し
た
生
物
生

産
研
究
農
場
で
は
、
山
田
農
場
長
か
ら
、

庁
舎
の
屋
上
か
ら
の
説
明
に
続
き
、
農
場

内
を
ご
案
内
い
た
だ
き
、
最
後
に
見
学
い

た
だ
い
た
総
合
博
物
館
で
は
、
湯
浅
教
授

に
よ
る
博
物
館
の
詳
細
な
説
明
の
後
、
各

展
示
室
で
も
解
説
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
参
加
の
皆
様
か
ら
は
、「
校
友
会
エ
ル

ム
の
活
動
と
北
大
を
よ
り
知
る
こ
と
が
で

き
、
大
変
有
意
義
で
あ
っ
た
。」
と
の
意

見
が
寄
せ
ら
れ
、
保
護
者
会
員
の
皆
様
及

び
校
友
会
エ
ル
ム
の
双
方
に
と
っ
て
貴
重

な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

▲�「レストランエルム」での懇談会の様子

▲�湯浅教授による博物館の説明

▲�山田農場長による農場の説明

「
保
護
者
会
員
懇
談
会
及
び

キ
ャン
パス
ツ
ア
ー
」実
施

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
2
0
1
9
報
告
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【保健センター】

　
学
内
に
は
皆
さ
ん
が
充
実
し
た
学
生
生

活
を
送
る
た
め
に
様
々
な
支
援
を
行
っ
て

い
る
施
設
が
あ
り
ま
す
。
今
回
、
健
康
管

理
に
関
す
る
支
援
を
行
っ
て
い
る
保
健
セ

ン
タ
ー
か
ら
、
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
の

で
、
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
全
国
の
大
学
の
多
く
に
、
学
生
・
教
職

員
の
健
康
管
理
目
的
で
、
保
健
セ
ン
タ
ー

あ
る
い
は
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
が
存
在
し

ま
す
。
北
海
道
大
学
保
健
セ
ン
タ
ー
で

は
、
学
生
健
康
診
断
実
施
の
他
に
、
動
物

実
験
従
事
者
Ｉ
ｇ
Ｅ
抗
体
検
査
、
教
育
実

習
・
介
護
体
験
受
講
者
麻
疹
抗
体
検
査
、

獣
医
学
部
ダ
ニ
媒
介
性
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
接

種
、
運
動
部
心
電
図
健
診
、
放
射
線
同
位

元
素
取
扱
者
健
診
、
有
害
物
質
取
扱
者
特

殊
健
診
、
内
科
・
精
神
衛
生
相
談
・
歯
科

の
診
療
、
精
神
衛

生
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
、
応
急
処
置
医

療
対
応
、
保
健
・

栄
養
指
導
な
ど
を

行
な
っ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
産
業

医
業
務
と
し
て
職

場
巡
視
、
裁
量
労

働
従
事
者
面
談
、

教
職
員
健
診
結
果

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

な
ど
も
し
て
い
ま
す
。

　
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー

長
の
内
科
医
1
名
、
医
学
研
究
院
と
兼
任

の
内
科
医
3
名
・
精
神
科
医
2
名
、
北
海

道
大
学
病
院
と
兼
任
の
歯
科
医
1
名
、
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
3
名
、
看
護
師
3
名
、
検
査

技
師
1
名
、
事
務
職
員
3
名
の
ス
タ
ッ
フ

が
対
応
し
ま
す
。

　
在
学
中
の
学
生
が
健
全
な
状
態
で
学
生

生
活
を
送
り
、
健
康
問
題
で
学
習
や
研
究

に
支
障
を
き
た
さ
な
い
よ
う
に
、
ま
た
、

留
学
、
課
外
活
動
、
進
学
、
就
職
が
上
手

く
い
く
よ
う
に
支
え
る
の
が
保
健
セ
ン

タ
ー
教
職
員
の
本
務
で
す
。
健
康
面
で
心

配
な
こ
と
や
悩
ん
で
い
る
こ
と
が
あ
れ

ば
、
遠
慮
な
く
保
健
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談

下
さ
い
。

　
健
康
を
取
り
巻
く
医
療
や
保
健
の
分
野

で
も
、
目
覚
ま
し
い
ス
ピ
ー
ド
で
、
そ
の

価
値
観
が
変
容
し
て
い
ま
す
。
保
健
セ
ン

タ
ー
教
職
員
は
、
人
は
人
が
支
え
る
と
い

う
、
揺
る
ぎ
の
な
い
信
念
を
持
ち
、
フ
ィ

ジ
カ
ル
な
面
か
ら
、
メ
ン
タ
ル
な
面
か

ら
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
な
面
か
ら
、
そ
し
て
ス

ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
面
か
ら
も
、
学
生
の
健

康
維
持
・
増
進
に
寄
与
し
て
い
き
ま
す
。

�

保
健
セ
ン
タ
ー
長　
橋
野　
聡

学内施設紹介

▲�橋野センター長による診療

▲�保健センター外観

▲�毎年、大学内で流行するインフルエンザ予防についての注意喚起を促す啓発
ティッシュ。予防接種実施医療機関の案内も行っています。
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北
大
入
学
の
経
緯

巨
木
に
感
銘
を
受
け

樹
木
医
を
め
ざ
す

　
石
川
県
に
生
ま
れ
、
代
々
続
く
米
農
家

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
将
来
は
農
業
を
継

く
こ
と
を
も
の
悲
し
く
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
頃
に
、
家
族
と
一
緒
に
訪
れ
た

屋
久
島
で
樹
齢
2
0
0
0
年
を
超
え
る
縄

文
杉
を
は
じ
め
屋
久
杉
の
巨
木
達
に
触

れ
、
自
分
も
含
め
て
多
く
の
人
が
言
葉
を

失
う
ほ
ど
の
感
銘
を
受
け
て
い
る
姿
に
木

と
森
の
力
を
感
じ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、

こ
ん
な
木
や
場
所
を
守
る
仕
事
を
し
た
い

と
思
い
、
樹
木
医
を
目
指
し
は
じ
め
、
北

海
道
へ
の
憧
れ
も
あ
り
大
学
は
北
大
農
学

部
の
森
林
科
学
科
に
進
学
し
ま
し
た
。

学
生
時
代
に
最
も
力
を
入
れ
た
こ
と

東
日
本
大
震
災
後
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加

　
大
学
に
は
強
い
志
を
持
っ
て
入
学
し
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
漫
然
と
学
生
生
活
を

過
ご
す
な
か
で
2
年
生
の
時
に
東
日
本
大

震
災
が
発
生
し
ま
し
た
。
連
日
報
道
さ
れ

る
災
害
の
様
子
と
自
分
の
学
生
生
活
に

ギ
ャ
ッ
プ
を
感
じ
て
悩
ん
で
い
た
と
こ

ろ
、
北
大
の
先
輩
に
誘
わ
れ
、
福
島
第
一

原
発
事
故
の
影
響
に
よ
り
屋
外
で
自
由
に

遊
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
こ
ど
も
た
ち
が
長

期
休
み
を
北
海
道
で
過
ご
す
「
ふ
く
し
ま

キ
ッ
ズ
」
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
関
わ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
こ
の
ふ
く
し
ま
キ
ッ
ズ
を

通
じ
て
、
N
P
O
法
人ezorock

（
以
下
、

ezorock

）
を
は
じ
め
様
々
な
活
動
や
取
組

に
関
わ
る
こ
と
に
な
り
、
学
部
卒
業
時
に

は
自
分
の
課
題
感
や
や
り
た
い
と
思
う
こ

と
を
実
現
で
き
る
こ
れ
ら
の
活
動
に
没
頭

し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
就
職
活
動
は
行

わ
ず
結
果
的
に
大
学
院
に
進
む
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

本
学
修
了
か
ら
起
業
ま
で

企
業
の
内
定
を
辞
退
し
て

起
業
へ

　
大
学
院
修
了
時
に
は
木
材
や
林
業
に
関

わ
る
企
業
を
対
象
に
就
職
活
動
を
行
い
、

複
数
の
企
業
か
ら
内
定
を
い
た
だ
け
ま
し

た
が
、
選
考
過
程
の
中
で
企
業
が
掲
げ
る

理
念
と
利
益
優
先
の
現
実
や
自
分
が
目
指

す
仕
事
に
対
す
る
考
え
方
と
の
ギ
ャ
ッ
プ

に
納
得
で
き
ず
、
悩
ん
だ
結
果
内
定
を
全

て
辞
退
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
辞
退
し

た
後
、ezorock

の
代
表
草
野
に
今
後
に

つ
い
て
相
談
を
し
た
と
こ
ろ
「
一
緒
に
仕

事
を
創
る
」
こ
と
を
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　
実
際
に
今
の
起
業
に
至
っ
た
の
は
、
は

じ
め
はezorock

と
子
ど
も
の
自
然
体
験

事
業
に
取
り
組
む
中
で
、
雨
天
時
や
む
を

得
ず
屋
内
で
実
施
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
多

く
が
、
野
外
で
体
験
で
き
る
そ
れ
と
は
か

け
離
れ
た
も
の
に
な
る
こ
と
に
気
が
つ
い

た
こ
と
か
ら
で
し
た
。

　
そ
う
し
て
考
え
て
み
る
と
、
都
会
に
い

る
よ
う
な
子
ど
も
達
は
、
日
常
の
生
活
の

合
同
会
社
　
森
の
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
　
代
表
社
員
　
崎
川
　
哲
一�

（
樹
木
医
、
木
育
マ
イ
ス
タ
ー
）

「
木
と
森
の
力
を�

 

次
世
代
に�

 

繋
ぐ
た
め
に
」

　
　
　
　
─
道
産
木
材
で
知
育
玩
具
を
開
発
─

ぐ
こ
と
も
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
祖
父
が

中
学
生
の
頃
に
亡
く
な
り
、
父
は
自
営
で

仕
事
を
行
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
兼
業
で
は

田
ん
ぼ
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

り
、
宅
地
化
が
進
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
慣

れ
親
し
ん
だ
自
然
や
景
色
が
変
わ
っ
て
い
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納
得
感
を
も
っ
て
進
め
ら
れ
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
起
業
の
際
、
役
員
の
合
意
形
成
に
よ
り

会
社
を
運
営
で
き
る
「
合
同
会
社
」
と
し

た
の
も
こ
の
た
め
で
、
利
益
だ
け
で
は
な

い
自
分
達
が
目
指
す
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
果
た

し
な
が
ら
会
社
を
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

Profile
〔略歴〕

2010 年 4月〜2014 年 3月�

　北海道大学農学部森林科学科卒

2014 年 4月〜2016 年 3月�

　�北海道大学大学院農学院環境資源学専

攻修了

な
か
で
は
自
分
達
の
地
域
の
木
や
自
然
に

実
際
に
触
れ
る
機
会
と
い
う
も
の
は
ほ
と

ん
ど
な
く
、
子
ど
も
達
の
当
た
り
前
の
生

活
の
中
に
木
や
自
然
は
少
な
い
の
だ
と
も

思
い
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
子
ど
も
達
の
当
た
り
前
の
生

活
に
木
を
使
っ
て
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
な
い

か
と
考
え
、
北
海
道
の
木
を
使
っ
て
子
ど

も
た
ち
が
本
当
に
お
も
し
ろ
い
と
思
え
る

よ
う
な
「
お
も
ち
ゃ
」
を
作
っ
て
み
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

　
構
想
か
ら
1
年
か
け
て
、
試
し
て
は
作

り
直
す
こ
と
を
繰
り
返
し
、
つ
い
に
は

「
欲
し
い
」
と
言
っ
て
い
た
だ
く
方
も
現

れ
は
じ
め
た
の
で
、
こ
の
お
も
ち
ゃ
「
森

の
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
」
を
き
っ
か
け
と
し
た
木

や
森
と
子
ど
も
達
を
繋
ぐ
仕
事
を
し
よ
う

と
起
業
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

起
業
か
ら
現
在
ま
で

人
と
の
繋
が
り
の
な
か
で

事
業
を
拡
大

　
2
0
1
8
年
7
月
に
法
人
を
立
ち
上

げ
、ezorock

で
の
活
動
を
は
じ
め
、
こ

れ
ま
で
の
つ
な
が
り
か
ら
様
々
な
機
会
で

森
の
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
子
ど
も
達
の
反
応
も
良
く
、

「SA
PPO

RO

ベ
ン
チ
ャ
ー
グ
ラ
ン
プ
リ

2
0
1
8
」
の
受
賞
な
ど
も
あ
り
、
少
し

ず
つ
認
知
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　
販
売
に
あ
た
っ
て
は
大
事
に
し
て
い
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
す
べ
て
道
産
の
木
材

で
、
か
つ
一
度
の
生
産
が
大
き
い
わ
け
で

は
な
い
の
で
、
ど
う
し
て
も
価
格
が
高
く

な
っ
て
し
ま
う
こ
と
か
ら
、
子
ど
も
が
こ

の
お
も
ち
ゃ
に
触
れ
ら
れ
る
か
は
ご
家
庭

の
状
況
に
依
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
私
た
ち

と
し
て
は
、
こ
の
お
も
ち
ゃ
に
限
ら
ず
、

体
験
や
経
験
は
す
べ
て
の
子
ど
も
達
に
な

る
べ
く
等
し
い
機
会
が
あ
っ
て
ほ
し
い
と

考
え
て
お
り
、
ま
ず
は
多
く
の
子
ど
も
達

が
集
ま
れ
る
施
設
へ
導
入
を
進
め
て
い
ま

す
。
現
在
、
札
幌
市
内
の
児
童
会
館
（
指

定
管
理
者
：
公
益
財
団
法
人
さ
っ
ぽ
ろ
青
少
年
女
性

活
動
協
会
）
に
導
入
を
進
め
て
い
た
だ
い
て

お
り
、
今
年
度
に
は
導
入
さ
れ
る
館
に
つ

き
1
〜
2
台
で
、
こ
れ
ま
で
に
70
台
を
希

望
い
た
だ
き
、
今
後
も
増
台
し
た
い
と
意

向
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

▲�体験会イベントの様子

▲�木のおもちゃで遊ぶ子どもたち

今
後
に
向
け
て

木
や
森
と
触
れ
る
こ
と
が
当

た
り
前
に
な
る
よ
う
に

　
私
た
ち
は
子
ど
も
達
が
こ
の
お
も
ち
ゃ

を
き
っ
か
け
と
し
て
、
木
や
森
に
触
れ
る

機
会
を
創
り
た
い
と
考
え
て
お
り
、
例
え

ば
導
入
先
で
あ
る
児
童
会
館
と
の
繋
が
り

か
ら
、
子
ど
も
達
に
林
業
体
験
を
提
供
す

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
な
ど
、
活
動

の
幅
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
「
森
の
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
」
を
入
口

に
こ
う
し
た
機
会
を
増
や
す
活
動
を
広
げ

て
い
き
、
こ
こ
北
海
道
で
子
ど
も
達
が
木

や
森
に
触
れ
る
こ
と
が
当
た
り
ま
え
の
よ

う
な
暮
ら
し
や
文
化
を
創
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
次
代
を
担
う
世
代
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

自
分
自
身
の
選
択
を

　
自
分
が
色
々
な
経
験
の
な
か
か
ら
今
の

働
き
方
を
選
択
し
た
こ
と
も
あ
り
、
次
の

世
代
の
人
た
ち
が
仕
事
を
は
じ
め
何
か
を

選
択
す
る
と
き
に
は
、
常
に
選
択
肢
は
多

様
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
く
れ
た
ら
と
思

い
ま
す
。
誰
か
が
言
っ
て
い
た
こ
と
や
社

会
で
一
般
的
と
言
わ
れ
る
も
の
を
た
だ
な

ぞ
る
の
で
は
な
く
、
自
分
自
身
が
考
え
る

選
択
肢
か
ら
悩
み
抜
い
て
選
ぶ
こ
と
で
、

選
択
し
た
先
が
ど
ん
な
も
の
に
な
っ
て
も
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